
加熱による一価不飽和脂肪酸の異性化機構
－脂質ラジカルを介した二重結合のトランス異性化の可能性－

分析・標準化

技術の特徴
・トリオレインを調理温度（180℃）程度に加熱すると微量のトランス脂肪酸が生成

従来考えられているよりも低温
この生成は抗酸化剤や窒素置換で抑制できる

モノエンの微量トランス脂肪酸の生成機構の解明

trans-18:1 Formation of Triolein (180C)
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モノ ンの微量トランス脂肪酸の生成機構の解明

研究の内容
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不飽和脂肪酸の熱劣化に付随して生じる二重結合の
トランス異性化機構（推定）Heating period (hr)

C• C
H

R

H

R

△ Ea=106kJ/mol

△ Ea=262kJ/mol

△ Ea=115kJ/mol

C C•
H

CH3

H

H3C

I

C• C•
H

CH3

H

H3C

C• C
H

R

H

R

△ Ea=106kJ/mol

△ Ea=262kJ/mol

△ Ea=115kJ/mol

C C•
H

CH3

H

H3C

I

C• C•
H

CH3

H

H3C
△ Ea=262kJ/mol

△ Ea=115kJ/mol

C C•
H

CH3

H

H3C

I
C C•

H

CH3

H

H3C

I

C• C•
H

CH3

H

H3C

抗酸化剤や窒素気流下で180℃で加熱したときの
トリオレインのトランス異性化速度の抑制

トランス異性化機構（推定）
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トリオレイン(cis9,18:1、左）とトリエライジン(trans9,18:1、
右）を連続加熱したときの異性化速度の比較

cis2-ﾌﾞﾃﾝの二重結合の異性化のための活性化エ
ネルギ (左)とアレニウスプロ トより算出されたラ

今後の展開
①抗酸化剤が抗異性化剤としての有効である場合がある
②食用油脂加工工程でのトランス脂肪酸生成の抑制

trans-trans-右）を連続加熱したときの異性化速度の比較
ネルギー(左)とアレニウスプロットより算出されたラ
ジカル脂質の活性化エネルギー(右)

脂質ラジカルの異性化のための活性化エネルギーは予測より低い

②食用油脂加 程でのトラン 脂肪酸生成の抑制
③脂質酸化と関連したトランス脂肪酸生成の解明
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